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第４号様式（第１０条関係） 

 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 平成２２年度 第３回武蔵村山市公民館運営審議会 

開 催 日 時 平成２３年１月３１日（月） 午前１０時～１１時半 

開 催 場 所 さくらホール（市民会館）集会室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者：荻野委員長、福田副委員長、齋藤委員、安田委員、高橋委員、鴻

田委員、斉藤委員、林委員 

事務局：生涯学習スポーツ課長、生涯学習グループ主査・主事 

欠席者：本村委員、嶺岡委員 

議 題 １．平成２３年度公民館講座について 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

議題１について： 委員の意見をもとに平成２３年度公民館講座（案）に

ついて（建議）を作成することとする。 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

議題 1について、事務局より会議資料に沿って説明。 

（議 長）平成２３年度公民館講座について、意見をお願いします。 

委員の皆様には、さまざまな意見を出していただき、それをも

とに来年度の案をまとめていきます。既存の講座の枠にとらわ

れることなく、活発な意見交換を行いたいと思います。 

（委 員）映画の上映会については、例えばお金をかけずに、多摩図書館

のような公立図書館所蔵のフィルムを使用すれば、映写技師さ

えいれば上映会を実施することができるので、検討願いたい。

また、市民企画講座については、資料に示されたキーワードな

ども参考にし、新たなテーマを設定して実施してはどうか。 

（委 員）和太鼓などの芸術・文化に関連した講座はどうか。子供たちを

対象とした講座は、ひとつのことに取り組むことで、子供たち

の社会性を育てることにもつながるのではないか。 

（委 員）例えば、市民企画講座のテーマに村山の郷土芸能というのも良

いのではないか。市民の活動を市が積極的に取り上げていくの

は重要なことである。 

（委 員）郷土芸能だけでなく、幅広く日本の伝統芸能でも良い。あまり

テーマが限定的だと、せっかく募集しても応募してくる件数が

少ないということもありうる。 

（委 員）必ずしも郷土というテーマでなくても良いのでは。幅広い講座

を実施する必要もある。 

（委員長）今回大変応募があった家庭教育講座など、市民の要望があっ

て、続けて実施する講座というのも必要である。 

（委 員）武蔵村山には狭山丘陵があるので、親子で参加する自然散策の

講座なども家庭教育講座にふさわしいのではないか。 

（委 員）昔遊びの講座なども良いのではないか。 

（委員長）さまざまな意見をいただきましたが、このような意見をもとに

事務局において、建議（案）をまとめていただきたい。 

（事務局）これまでの会議の意見もあわせて、建議（案）をまとめます。 

（委員長）長時間ありがとうございました。 

別紙 
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会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

■公  開                傍聴者：  ０  人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

■開  示 

□一部開示（根拠法令等：                    ） 

□非 開 示（根拠法令等：                    ） 
 

庶 務 担 当 課 教育委員会 教育部 生涯学習スポーツ課（内線：６５２） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


